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第３次地域管理経営計画（紀北森林計画区）の変更について

【変更理由】

国有林野管理経営規程第６条第８項に基づき地域管理経営計画の一部を次のように変更する。

なお、本変更計画は、平成２２年１月１日から効力を有する。

【変更する内容】

１ 国有林野の管理経営に関する基本的な事項

(4) 主要事業の実施に関する事項

本計画期間（平成１９年度～平成２３年度）において、機能類型区分に応じた施業管理を

行うために必要な伐採、更新、保育、林道の事業総量は以下のとおりである。

ア 伐採総量

（単位：ｍ３、ha）

区 分 タイプ別 主 伐 間 伐 計

（27）

国 土 保 全 タ イ プ - 1,480 1,480

水 土 保 全 林

（290）

水源かん養タイプ 11,152 30,923 42,075

森林と人との共生林 自 然 維 持 タ イ プ - - -

（75）

森林空間利用タイプ - 9,003 9,003

（38）

資源の循環利用林 12,689 4,299 16,988

（430） <5,500>

計 23,841 45,705 69,546

注：１ ( )は間伐面積。

２ < >は搬出支障木、被害木等の伐採箇所があらかじめ特定できない臨時的な

伐採量で、外書。
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(エ) 林道開設及び改良総量
（単位：ｍ）

開 設 改 良
区 分 タ イ プ 別

路線数 延 長 箇所数 延 長

国 土 保 全 タ イ プ － － － －

水 土 保 全 林

水源かん養タイプ 2 1,300 3 30

自 然 維 持 タ イ プ － － － －

森林と人との共生林

森林空間利用タイプ － － 3 20

資源の循環利用林 － － － －

計 2 1,300 6 50
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第３次国有林野施業実施計画（紀北森林計画区）の変更について

【変更理由】

国有林野管理経営規程第１４条第２項に基づき国有林野施業実施計画の一部を次のように変

更する。

なお、本変更計画は、平成２２年１月１日から効力を有する。

【変更する内容】

２ 施業群及び生産群の名称並びに区域、伐期齢又は回帰年、上限伐採面積又は標準伐採量、

伐採箇所ごとの伐採方法及び伐採量並びに更新箇所ごとの更新方法及び更新量

(1) 伐採造林計画簿

地域管理経営計画の１の(4)のアに定める伐採総量についての具体的な箇所ごとの伐採方

法及び伐採量、並びに、同計画の１の(4)のイに定める更新総量についての具体的な箇所ご

との更新方法及び更新量は、別添２．伐採造林計画簿に示すとおりである。
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(6) 伐採総量

地域管理経営計画の１の(4)のア伐採総量の内訳は、次のとおりである。

また、本表は伐採造林計画簿で定める箇所ごとの伐採量を取りまとめたものである。

（単位 材積：m
３

、面積：ha）

林 地 林地
区 分 合 計

主 伐 間 伐 小 計 臨時伐採量 計 以外

（26.84）
国土保全タイプ - 1,480 1,480

水
天 然 林 - 755 755

水
土 源 長 伐 期 - - -

か
ん 分散伐区 11,152 30,155 41,307

保 養
タ そ の 他 - 13 13
イ

全 プ （289.80）
小 計 11,152 30,923 42,075 2,000 54,558 - 54,5583

林 （316.64）
計 11,152 32,403 43,555

自然維持タイプ
森 - - -
林
と 森林空間利用
人共 タイプ - 9,003 9,003
と生
の林 （74.51）

計 - 9,003 9,003

スギ・ヒノキ
資 人工林中径材 - - -

源 ヒノキ人工林 3,500 20,488 - 20,488
優良柱材 12,689 4,299 16,988

の
ヒノキ人工林

循 優良大径材 - - -

環
広葉樹人工林 - - -

利
アカマツ

用 中大径材 - - -

林 （38.38）
計 12,689 4,299 16,988

（429.53）
合 計 23,841 45,705 69,546 5,500 75,046 - 75,046

年 平 均 4,768 11,034 15,802 1,100 16,902 - 16,902

（注）１ （ ）は間伐面積である。年平均は、変更伐採量を残期間で除したものを加えて算出。

２ 臨時伐採量については、表中以外の施業群、生産群等の数量も含む。
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３ 林道の整備に関する事項

地域管理経営計画の１の(4)のエ林道開設及び改良総量の路線別の内訳は次のとおりである。

（単位：ｍ）

基 幹 開設 箇 所 機 能 類 型
・ ・ 路 線 名 延 長 備 考

その他 改良 (林 班) タ イ プ 別

その他 開設 高野山１７林班線 高野山 500 水 土 保 全 林

(217) (水源かん養タイプ)

内子谷林道 高野山 800 水 土 保 全 林

(243) (水源かん養タイプ)

計 ２路線 1,300

基 幹 改良 高野森脇林道 高野山 30 水 土 保 全 林
(森脇林道） (202･203） (水源かん養タイプ)

その他 東鳥取林道 紀泉高原 20 森林と人との共生林
（1204） (森林空間利用タイプ）

計 ２路線(６箇所） 50

（注）基幹は森林基幹道、管理は森林管理道を指す


